
雇用創出と経営安定により、地域のみんなで、
元気で楽しく営農できる体制を目指して

【組 　織　 名】農事組合法人ファーム西永野
　　　　　　　　　（平成29年4月設立）　　　　
【所  　 　 在】高知県香美市
【構成戸数・人数】13戸・14人
【従事者数】オペレーター６人、パート等13人
【農業地域類型】山間農業地域
【経営規模（令和６年度実績）】

 　水稲（主食用米）　  　 8．0ha
　水稲（酒米  ） 　  4．0ha

 　カットネギ 　  1．5ha

 　コリンキー  　 0．2ha
　作業受託（基幹３作業） 2. 0ha

○カットネギの周年栽培により、調製作業等を担う雇用が集落内に生まれ
　ている。
○有利な補助事業を活用して農業機械等を整備し、低コスト・省力化によ
　る経営安定を目指している。
○ほ場整備後の農地では、主食用米だけでなく、酒米の栽培も行っている。

取組の特徴・効果

【類　　　 　　 型】

○ 集落内で耕作できない農地が出始めたことで、中山間地域等直接支払
　 交付金制度の集落協定内で、集落の今後について話し合った結果、平
　 成22年４月に任意組織「西永野集落営農組合」を設立した。
○ 作業受託により、耕作放棄地の発生を防ぐことができた。
○ 組織の発展のため、「農事組合法人ファーム西永野」を設立し、新た
　 に園芸作物として、カットネギの栽培に取むことになった。
○ 永野地区で県営ほ場整備が実施されることになり、ほ場整備後の中核
   的な担い手として位置付けられた。
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視察の受け入れ コリンキーの試作 GWでビジョン作成

【具体的な取組内容】

【主な機械・施設】

【課題・今後の取組】

○　カットネギの栽培管理技術の向上による収量アップと経費節減、省力
　　化機械の導入による収益確保を行う。
○　ほ場整備後の担い手として、次代も継続して営農できる体制を目指す。
○　受託農地の増加に伴い、オペレーターの人材不足が課題。農地の集約
　　化と併せて人材の確保に取り組む。

機械・施設名 能力

１ コンバイン ３条刈り、４条刈り

２ 乾燥機 30石

３ 籾摺機 1,920kg/h

４ 米選別機 600～1,920kg/h

５ 籾搬送機

６ 畦塗機

７ 機械格納庫 83.4㎡

８ 乗用田植機 ５条植え

９ 色彩選別機 ５インチ対応型

10 ネギ洗浄機 7.5KW

11 うねたてマルチ機 20～32PS

12 低温貯蔵庫 1.5坪

13 ねぎ移植機 ４条植え

14 トラクター 35PS

コリンキーの栽培

視察受け入れ WSによるビジョン検討

【主な機械・施設】

組織体制等 組合員14名（うち役員４名）

役
員
会

アルバイト５名、地元パート雇用８名

監事　１名
（会計監査担当）

理
事
会

代表理事（作業・労務管理全般）　１名

理事（代表理事補佐、オペレーター担当　１名

理事（会計担当）　１名


